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平成２８年度第３回長洲町総合教育会議 

 

○日     時 

  平成２８年１２月７日（水）午前１０時００分～午前１１時２５分 

○場     所 

  長洲町役場３階大会議室 

○出  席  者（５名） 

  町    長  中 逸 博 光       教 育 長  松 本   曻 

  教育長職務代理者  大 山 司 朗       教 育 委 員  木 下 信 博 

  教 育 委 員  田 中 伏 美 

○説 明 補 助 員 （４名） 

  まちづくり課長  田 成 修 一       福祉保健介護課長  吉 田 泰 滋 

  子育て支援課長  山 本 明 子       子育て支援課長補佐  中 山 健 一 

○事  務  局（９名） 

  副 町 長  竹 本 康 美       総 務 課 長  田 畑 道 尋 

  総務課長補佐  杉 浦   親       学校教育課長  藤 井   司 

  学校教育課長補佐  松 林 智 之       生涯学習課長  長 田   修 

  生涯学習課長補佐  荒 木   功       総務課総務係長  長 尾 恒 心 

  総務課総務係主査  五十嵐 史 紘 

○関  係  者（１３名） 

  六栄小学校長  根 本 まり子       腹赤小学校長  髙 森 秀 一 

  長洲小学校長  松 永 光 親       清里小学校長  城   祐 治 

  腹栄中学校長  福 島 英士郎       長洲中学校長  髙 木   徹 

  長洲町ＰＴＡ連合会会長  藤 末 保 典       長洲町子供会連合会会長  高 松 孝 二 

  日本野鳥の会会員  迦 統 美陽子       長洲町駐在員会会長  土 山 和 治 

  長洲町青少年育成町民会議会長  福 田 了 栽       学童保育主任  上 田 繁 美 

  放課後子ども教室コーディネーター  増 村 公 子 

 

議事次第 

１ 開会 
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２ 主催者挨拶 

３ 協議・調整事項 

  （１） 寺子屋塾及びふるさと塾の今後の展開について 

  （２） その他 

４ 平成２８年度第４回長洲町総合教育会議について 
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【司会（杉浦総務課長補佐）】  おはようございます。ただいまより平成２８年度第３回

長洲町総合教育会議を開会いたします。 

 それでは、まず開会に当たりまして、主催者であります中逸博光長洲町長よりご挨拶を

申し上げます。 

【中逸町長】  皆様、おはようございます。ほんとうに今日は朝早くから、また大変お

忙しい中、平成２８年度の第３回総合教育会議にご出席を賜り、まことにありがとうござ

います。また、委員の皆様並びにアドバイザーの皆様におかれましては、常日頃長洲町の

教育行政にご尽力をいただいております。ほんとうに皆様、ありがとうございます。 

 これまで第１回、第２回と、学校の危機管理並びに子育て世代総合支援センターについ

て委員の皆様と意見交換をさせていただき、長洲町の教育の方向性がより明確になってき

たのではないかと感じているところでございます。 

 今回、第３回の会議におきましては、ながす寺子屋塾並びに長洲ふるさと塾について、

現状分析を行うとともに、さらなる子供たちの健全育成を図るためにはどのようにしたら

よいのか、委員の皆様や今回会議に出席されましたアドバイザーの皆様よりご意見を頂戴

したいと考えております。 

 現在、寺子屋塾におきましては、今年度、清源寺区公民館においてモデル事業を実施し

ており、多くの子供たちが学んでおります。また、ふるさと塾におきましても、それぞれ

の校区の介護予防拠点施設を活用し、地域の方を先生に招いて、長洲町の自然などに触れ、

学んでおります。 

 町では、今後も引き続き、これらの事業をより充実したものにするため、現在、準備し

ております人材バンクなどを活用し、町民の皆様が先生になり、多様な学習活動につなげ

ていけないかと検討しておるところでありますので、委員並びにアドバイザーの皆様の忌

憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

 また、冬休みには、地中熱を活用しました空調システムの工事が始まります。二酸化炭

素排出抑制のみならず、花粉症やＰＭ２.５にも効果があると言われております。ぜひ皆さ

まも完成した折にはごらんになっていただきたいと考えているところでございます。 

 最後になりますが、委員の皆様との意見交換を通じて長洲町の教育がより充実したもの

となることを祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願い申

し上げます。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  今回は、各種関係団体の皆様にご参加していただいてお
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りますので、開会に当たりまして、総合教育会議の委員、そして今回ご参加いただいてお

りますアドバイザーの皆様のご紹介をさせていただきます。 

 長洲町総合教育会議委員で議長の中逸博光長洲町長です。 

【議長（中逸町長）】  よろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  同じく委員の松本曻教育長です。 

【松本教育長】  はい。おはようございます。よろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  同じく委員の大山司郎教育委員です。 

【大山委員】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  同じく委員の木下信博教育委員です。 

【木下委員】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  同じく委員の田中伏美教育委員です。 

【田中委員】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  同じく委員の隈部壽明教育委員です。隈部委員につきま

しては、所用につき本日欠席されております。 

 続きまして、町内の小中学校の校長先生をご紹介いたします。 

 根本まり子六栄小学校長です。 

【根本六栄小学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  髙森秀一腹赤小学校長です。 

【髙森腹赤小学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  松永光親長洲小学校長です。 

【松永長洲小学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  城祐治清里小学校長です。 

【城清里小学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  福島英士郎腹栄中学校長です。 

【福島腹栄中学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  髙木徹長洲中学校長です。 

【髙木長洲中学校長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  続きまして、今回、ご参加いただきましたアドバイザー

の皆様です。 

 長洲町ＰＴＡ連合会会長の藤末保典様です。 
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【藤末長洲町ＰＴＡ連合会会長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  長洲町子供会連合会会長の高松孝二様です。 

【高松長洲町子供会連合会会長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  長洲町駐在員会会長の土山和治様です。 

【土山長洲町駐在員会会長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  長洲町青少年育成町民会議会長の福田了栽様です。 

【福田長洲町青少年育成町民会議会長】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  日本野鳥の会、長洲支部、迦統美陽子様です。 

【迦統日本野鳥の会会員】  よろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  学童保育、六栄小学校、主任、上田繁美様です。 

【上田学童保育主任】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  放課後子ども教室コーディネーターの増村公子様です。 

【増村放課後子ども教室コーディネーター】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  また、事務局から副町長の竹本康美です。 

【事務局（竹本副町長）】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  総務課長の田畑道尋です。 

【事務局（田畑総務課長）】  よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  学校教育課長の藤井司です。 

【事務局（藤井学校教育課長）】  よろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  生涯学習課長の長田修です。 

【事務局（長田生涯学習課長）】  よろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  残りの職員につきましては名簿のほうをご確認ください。 

【議長（中逸町長）】  子育て支援課長の紹介を。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  子育て支援課長の山本明子でございます。 

【山本子育て支援課長】  どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  以上で紹介を終わらせていただきます。皆様、本日はど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですが、本日の次第３にございます協議・調整事項となります。 

 長洲町総合教育会議運営規約第２条におきまして、町長が議長となることとなっており

ますので、これからは町長に議事の進行をお願いいたします。 
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【議長（中逸町長）】  改めまして、おはようございます。本日の協議事項であります寺

子屋塾、ふるさと塾の展開について、委員の皆様、そして関係者の皆様のご意見をいただ

くために議題とさせていただいております。よろしくお願いいたします。 

 まずは、寺子屋塾、ふるさと塾について、事務局の学校教育課から説明をお願いいたし

ます。 

【事務局（藤井学校教育課長）】  それでは、私、藤井のほうから説明させていただきま

す。資料につきましては、お手元に配付のクリップどめの資料、まずこちらの４枚目、５

枚目についてご説明させていただきます。着座にて説明させていただきます。 

 まず、ながす寺子屋学習塾でございますが、放課後に地域の公民館を利用し、学力が低

下傾向にある児童ですとか、さまざまな事情により家庭での学習習慣が身についていない

児童などを対象に学習支援を実施するものでございます。 

 今年度につきましては、モデル事業としまして、腹赤小学校の高学年、４年生から６年

生を対象に希望者を募りまして、６月から、清源寺区の公民館におきまして、毎週木曜日

の放課後４時３０分から６時３０分までの２時間、実施しているものでございます。 

 学習指導につきましては、県内におきまして、予備校や不登校、引きこもり支援のため

のフリースクールや若者サポートステーションなどを運営されておりますＮＰＯ法人に委

託しておりまして、毎回２名の指導者に算数や宿題を中心に指導をいただいております。

なお、夏休みには、３回ほど、タブレット端末を利用しての学習も行っております。 

 現在、この事業に登録していただいております児童は、下のほうに書いておりますとお

り３１名でございまして、対象学年の４年生から６年生の児童のうち３分の１が登録して

おり、特に６年生につきましては、半数の１６名が登録しているところでございます。さ

らに、毎回２９名前後の参加がございまして、子供たちも真剣に取り組んでいる姿が見受

けられます。 

 また、事業開始後、５カ月が経過したあたりで、参加児童の保護者の皆さんに対しまし

てアンケートをとりまして、子供たちの様子にどのような変化が見られたかをお聞きしま

したところ、回答された２０名のうち８名の方からは、学力が伸びたという声をいただい

ており、３名の方からは、自分から進んで勉強するようになったというご意見もいただい

ております。 

 さらに、ご指導をいただいていますＮＰＯ法人の講師の方からのご意見といたしまして

は、週１回の学習会でございますけれども、自発的に質問することが増えたとか、計算が
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早くなるなど、効果が出ているように感じられると。また、何よりうれしいのは、学習に

対する自信がついた子供たちがいると。難しい問題にも取り組んでいる姿が見受けられま

すということでご意見をいただいております。 

 なお、この寺子屋学習塾につきましては、今年度の成果を検証いたしながら、来年度は

全小学校区への拡大実施を予定しているところでございます。 

 続きまして、次のページをめくっていただきますと、長洲ふるさと塾についてでござい

ます。こちらの事業につきましては、昨年度、平成２７年度から実施しておりますが、町

内四つの小学校の児童を対象といたしまして、夏休みや冬休みの期間中に校区内の公民館

や介護予防拠点施設を会場といたしまして、地域の方々を指導者にお招きしまして、「学ぶ」

「遊ぶ」「育む」をテーマにさまざまな体験活動を通して郷土を愛する心を育み、さらには

世代間交流を深め、ひいては地域の活性化を図っているものでございます。 

 今年度につきましては、各校区で１０回程度を目標に実施することとしておりまして、

既に夏休みに実施いたしました活動については下のほうに掲載しております。 

 六栄校区につきましては、向野公民館において、写真に紹介しておりますようなＮＰＯ

法人のスローすてっぷの皆さんのご指導によりますパステルアートですとか、そのほかに

昆虫採集、読み聞かせ、ＡＬＴによる英語活動、木工のものづくりなどを行いまして、さ

らにお楽しみとして、スイカ割りや流しそうめんなどを行いました。延べ約１４０人の子

供さんが参加しております。 

 腹赤校区におきましては、清源寺公民館を会場といたしまして、写真にあります婦人会

のご指導によります郷土料理教室、そのほかにレクリエーションやパステルアート、お金

の教室が行いましての貯金箱づくりなどを行っており、延べ約２１０人の参加があってお

ります。 

 長洲校区につきましては、磯町区の磯の館を拠点といたしまして、本日ご出席の木下教

育委員のご指導によります科学遊びですとか、貝殻や木工などのものづくり、英語活動、

写真では野鳥の観察を行いましたが、本日ご出席の迦統様をはじめ野鳥の会の皆様にご指

導をいただき、実際に海岸や河川での観察も行っております。延べ約１１０人の参加があ

っております。 

 清里校区におきましては、梅田公民館を会場といたしまして、長洲町の歴史について学

んだり、まが玉や木工などのものづくりを行いました。なお、清里校区の写真にあります

木工のものづくりにつきましては、中逸町長にもご指導いただいておりますが、六栄校区、
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長洲校区の活動でも参加していただいております。清里校区では、延べ約７０人の参加が

あっております。 

 それぞれの校区で参加された児童は、さまざまな体験を通して交流を深めることができ

たと思っております。 

 また、今後の冬休み中の実施につきましては、お手元にまた別の縦長のチラシがホチキ

スどめであるかと思います。今回も、本日ご出席の迦統様ですとか、町民会議の皆様をは

じめ地域のさまざまな皆様のご協力をいただきながら、４校区とも、この季節ならではの

催しなどを取り入れて計画しております。 

 なお、チラシにつきましては、今週中に各小学校を経由して児童の皆さんに配付し、参

加を募りたいと思いますので、各小学校の先生方にはご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 以上、ご説明いたしました二つの事業によりまして、公民館や介護予防拠点施設を地域

の学習及び交流の拠点として位置づけまして、今後、ますます地域住民の皆様と協力、支

援体制を充実させ、地域で子供を育てる体制づくりをますます進めてまいりたいと思って

おります。 

 これで私からの説明を終わらせていただきます。協議・調整のほどよろしくお願いいた

します。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、今、寺子屋塾を実施しております腹赤小学校の髙森校長先生に、寺子屋塾が

始まってあらわれた影響、そういうご意見をいただきたいと思います。先生、よろしくお

願いいたします。 

【髙森腹赤小学校長】  おはようございます。髙森です。寺子屋塾という議題になった

ときに、まとめて言わなんとかなと思って考えておりました。幾つか、かいつまんで説明

を申し上げます。 

 まず、学校の立場からいきまして、１点目です。学校運営上の支障は全くありません。

これが１点目ですね。通常の学校運営を行いながら寺子屋塾は運営されていると。 

 ２点目です。寺子屋塾の参加者につきましては、今、概要がありましたけど、もう少し

詳しく説明を申し上げます。 

 全体の人数は、今言いましたように３１名です。本校は４年生以上が９３名ですので、

約３３％の子供が参加をしております。内訳ですけれども、４年生が６名、５年生が９名、
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６年生が１６名です。４年生の学級数は全体で３３ですから３３分の６、５年生が２８分

の９、６年生が３２分の１６です。 

 学力の子供たちのもう少し突っ込んだところの状況ですけれども、基礎学力の定着に努

力を要する児童が、うち１４名、おおむね定着しているであろうと思われる児童が１４名、

そして学力が高いんじゃないかと、概ね学力が高い児童が３名おります。 

 寺子屋塾と学校全体の放課後等の補充指導の関係ですけれども、学校では火曜日、水曜

日、金曜日を放課後等の補充指導の時間としてとっております。寺子屋塾は木曜日にあり

ますから、そこと関連させながら、週４回、放課後等の時間を活用して補充指導を行って

おります。 

 寺子屋塾に参加している子供たちの人数等につきましては説明しましたが、もう少し説

明を申し上げますと、４年生は、男子は基礎学力の定着に努力を要する児童が数名利用し

ております。５年生は、おおむね基礎学力の向上など、寺子屋塾を活用してほしい児童が

活用をしております。中には別の学習塾に通っていて、さらに寺子屋塾を活用している児

童もおります。６年生は、経済的な配慮などでほかの塾には行けない児童も活用をしてお

ります。また、基礎学力の定着が望まれる児童も複数おります。さらに、ほかの塾に通っ

ていて学力の高い児童もおります。さまざまな子たちが活用をしております。 

 保護者のアンケートを私は見せていただきましたが、基礎学力の伸びに対して効果があ

ったと言われた保護者が８名、それから、あまり変わらないという保護者は７名答えてお

られます。これは、具体的に保護者の方の確認をしたわけではありませんので、今いる子

供たちの参加状況から推測をするに、参加児童の内訳により、基礎学力の定着に努力を要

する児童の保護者は効果があったと答えられたのではないかと推測をされます。おおむね

定着をしている、あるいは学力が高い児童の保護者は、基礎学力の伸びに関してはあまり

変わらないという答えをされたのかもしれません。そういうふうに、子供たちの実態に応

じて保護者の方がさまざまに答えられたのではないかなという推測をします。 

 学力は、効果的な授業、補充指導、それから家庭学習など、総合的な取り組みを継続的

に積み重ねていくことによって定着をしていきます。週１回の寺子屋塾の影響が学力の向

上等にどのような影響を及ぼしているかは、すぐにはなかなか判断できませんけれども、

担任等の話を総合しながら三つの点をまとめさせていただきました。 

 効果としまして１点目ですが、参加している児童は、みずからの学力の向上に対して前

向きな児童と捉えることができた。したがって、学習意欲や習慣化を図ることができてい



 -10- 

るのではないかなということが１点目です。 

 それから２点目は、これは見方はいろいろあって、学習低下の下支えにはなっていると

いうことを担任がしっかり言っておりました。寺子屋塾に通っている児童で成績が下がっ

た児童は少ないということで、下支えにはしっかりなっているんだということでした。 

 ３点目は、放課後の広い意味で居場所づくりの一つになっておりますし、子供たちも目

的意識を持ってその場に参加をしているということで、そういう３点の捉え方を今現在で

はしております。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 今日は、寺子屋とふるさと塾、最初に一括してお話をさせていただいて、その後でふる

さと塾に関するご意見、そして寺子屋に関するご意見、このように整理していきたいと思

っておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、今ふるさと塾について、講師としてもご活躍いただいている木下委員から、

実際に講師として子供たちの前に立って、何か感じていらっしゃること、ご意見などござ

いましたらお願いいたします。 

【木下委員】  それでは失礼します。昨年度、今年度の２回、夏のほうでふるさと塾を

やっています。それから昨年度の冬に１回ということで、本年度も一応計画段階でありま

す。 

 課長さんのほうから説明がありました目的とか実施の状況については、このような形で

す。長洲校区のほうで、私の担当しているところが主になるかと思いますが、子供たちは

主に学童保育のほうです。１年生から３年生の低学年の子供たちが参加されております。

したがって、内容もその子供たちができる内容をやっております。 

 私のほうから、最初のうち、宿題をやったり、科学遊びでスライムづくりをしてスライ

ムで遊びました。それから、迦統さんがおいでになっておりますが、長洲海岸のお隣がラ

ムサール条約で干潟で野鳥の観察をされておりまして、長洲には野鳥の専門家の迦統さん

がおいででしたので、長洲海岸で観察をお願いしようかということで、これは夏も冬もや

っております。今年もやっておりますが、夏の観察はあまり適当ではないとも聞きました。

それから海岸の場合は干満の差がありますので、詳しくは迦統さんがおっしゃいますが、

鳥は干潮のときは遠くにおるから見えにくいということで、このあたりは配慮が要るかな

と。今年は、六栄のひまわり幼稚園のところに池がありますが、そっちのほうを回りまし
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た。それから、今年の夏は荒尾海岸のほうでもやっております。 

 それから、私のところは地元の有明海の海岸のところですので、やっぱりそこのことを

いっぱい子供たちに体験させようということで、水遊びなり海岸での泥遊びなり、そうい

うのも考えましたが、夏の暑いところで、ある程度海岸に出て熱中症に注意しながら遊ん

でまいりました。子供たちは非常にそういうのは好きです。時間は１時間で帰ろうと思い

ますが、なかなか帰ってくれません。そんな中でしております。 

 それから、水遊びも海岸でと思いまして、長洲のところは海水で泳がせるのに適当かど

うかわかりませんでしたので、隣の岱明町の鍋海岸を使いました。あそこは海水浴ができ

るところでしたので、そこに連れてまいりました。同時に、あそこは監視員の方がおられ

ますので、そこに紛れ込んで、深いところに行かないとか、この範囲で泳いでくれという

ようなところでしたが、言ったより先には行かない。担当の松林さんが一番沖におって子

供たちをとめておりましたので。最後はずぶぬれになって子供たちは遊んでおりました。 

 それから、海岸でのいろいろな遊び、その後のスイカ割りなんかが出ております。それ

から、部屋の中での貝殻、マグネットづくり等は、松林さんと町長さんがおいでになって

直接指導をしていただいております。これはものづくりのほうでやっておられるところも

ありましたので、そのような形でやっております。それから、英語活動はＮＰＯの熊本の

中山さんのほうにお願いして、そこから寺子屋塾の指導者の方がおいでになって、子供た

ちと楽しい遊びができていました。 

 一つ、二つ、課題としてですが、長洲小学校から私の海岸までのところの引率が、途中

２カ所ほど道路を横断しますので、配慮が要りました。これは、引率の先生方についても

らって誘導してもらいました。 

 それから、特別配慮を要する子供さんがおられたのですが、最初のうちはわかりません

でした。こういう子供さんについては、しょっちゅう接していない指導する立場のほうか

らすると、情報の共有化が必要ではないかなと。またその子にあった付き添いも必要かな

と感じております。 

 それから、居場所づくりの件ですけど、地域で子供たちを育てるということを想定しま

すと、高齢者の方々がそこにおいでになって孫、子の面倒を見る、孫、子とお話をする、

両方にメリットがあるんじゃないかなと。それから、今後のことですが、遅くまでやった

場合には、地域にすぐ近くに帰れるようなシステムになるのかなと思っております。 

 それから、内容の工夫については、ここにたくさんの活動例がありますので、これのネ
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ットワーク化なり、あるいは、ものづくりのほうでいっぱいノウハウを持っておりますの

で、そういうところの連携も必要かなと思っております。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。今日は、事前に校長先生にアンケート

についてお尋ねしております。事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（長尾総務係長）】  事務局から説明を申し上げます。事前に、小中学校の校長

先生にアンケートをとっていただいております。すみません、座って説明させていただき

ます。 

 ２問ほどアンケートにお答えいただいておりまして、１点目が学力や学習意欲の向上の

ためにということで――済みません、資料は一番最後の資料をごらんください。申しわけ

ございません。「学力や学習意欲の向上のために、寺子屋塾に来てほしい児童、行ってほし

い児童に参加してもらうにはどうすればよいとお考えでしょうか」ということでお聞きし

ております。 

 アンケートの答えを集約したものを申し上げますと、一つ目が「寺子屋塾を基礎学力が

身についていない児童のための塾という捉え方を保護者、児童がした場合に次のような反

応が予想されます」と。一つ目が「公費で運営しているにもかかわらず、対象者を限定し

てよいのか」。二つ目が「寺子屋塾で学ぶことで勉強がわからない子というレッテルを張ら

れるのではないか」ということで、したがって、以下のような対応をとられたらいいとい

うことでご意見をいただいております。「寺子屋塾は、対象者を絞ることなく、ある学年以

上の児童を公平に募集し、基礎学力の定着に努力を要する児童については、家庭の事情等

に詳しい学級担任等が、家庭訪問のときなどに寺子屋塾の活用について保護者や児童に話

をしていくことが効果的だと思う」ということでございました。 

 二つ目のご意見が「寺子屋塾の意味や位置づけ等をさらに保護者や学校関係者へ周知い

ただければ」ということでございました。 

 三つ目が、「中学校は学校独自でテスト前や放課後、長期休業日等を利用して学習会等を

行っています」と。「しかし、もっと生徒のニーズ等にあった学習会ができないか考えてい

ます。他地域で取り組みができないか検討していただければと考えます。例は次のとおり

です」としてあります。例を申し上げますと、「中３の生徒を対象に、６月の中体連大会後、

放課後に塾に通っていない低学力の生徒を対象にして週に３日、学校で９０分～１２０分

程度、英語と数学を中心に外部の講師が学習支援をする」と。 

 二つ目が「生徒一人一人に応じて中１～中３までの復習をする場合は、タブレット等の
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機器を利用して、まず自学をし、それを講師が支援するという学習形態が効果が上がるの

ではないか」ということでご意見をいただいております。 

 裏面にいっていただきまして、四つ目のご意見でございます。「本年度の活動から、子供

たちに見られる成果、保護者の感想、学校職員の感想、できれば成果を集約して、多くの

保護者が集う場で啓発をする」と。 

 もう１点が、「教育委員会（学校教育・社会教育）及び福祉部局が連携し、子供たち及び

保護者のニーズを把握する。そして、コーディネーターを配置して、指導者の確保を行い

ながら事業を拡大する必要がある」と。 

 最後に、「推進委員会、外部有識者を含めてというところで開催して検証し、事業の方向

性を検討する」ということでございました。 

 続きまして、二つ目の質問で、ふるさと塾についてですが、「ふるさと塾をよりよいもの

にしていくには、どういった内容を盛り込んでいけばよいか、改善点など、何かアイデア

があればご記入ください」ということでお聞きしております。 

 １点目が、「どのような内容が必要であるかは、一人一人の児童の実態が異なることや、

問題もさまざまであるため、学校と連携しながら必要性の高い学習内容を精選する必要が

ある」と。「また、ニーズの把握や地域の素材、人材を豊富に確保しながら、推進委員会の

検討を重ねながら進めることがよいと思う」と。「やはり啓発をしっかりする必要があると

考える」ということでございます。 

 二つ目が、「先行実施している地域があれば、その視察をしてみたい」ということです。 

 三つ目、「面白実験等の協力ができます」ということでいただいております。「昨年度は

梅田地区のみでしたが、期日や午前・午後の時間差があれば、ほかの地域でもできるかな」

ということでいただいております。 

 四つ目が、「夏季休業日、冬季休業中の子供を地域で育んでいく拠点としまして、ふるさ

と塾を活用できないかと思います」。また、「各学校のコミュニティスクールの協議の場で

話し合い、講師や内容を検討していく方法もあるかと思います」「毎年テーマを決めて、例

えば、英語活動であったり海や山等の体験活動であったりと、その年は継続的に一つの活

動をしていくこともあっていいのかなと思います」と。最後に、「宿泊を伴う研修や活動も

可能ならば検討していいのではと思います」ということでご意見をいただいております。 

 ご協力ありがとうございました。終わります。 

【議長（中逸町長）】  今日は、７人のアドバイザーの皆様が来ていらっしゃいます。限
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られた時間でありますので、二、三分以内でいろんな、もしお考えがありましたら、順次、

藤末ＰＴＡ連合会の会長さんのほうから、何か思いがあったら聞かせていただきたいなと

思っております。よろしくお願いいたします。 

【藤末長洲町ＰＴＡ連合会会長】  長洲町ＰＴＡ連合会の藤末でございます。よろしく

お願いします。 

 私は、腹赤小のＰＴＡ会長ということで、実際行われている寺子屋塾のほうの地元とい

うことでございますけれども、校長先生が言われた学習意欲・習慣、学習の下支え、それ

と居場所づくりということで、私がこの３点の中で一番大事なのは、居場所づくりだと思

っています。 

 居場所。今、学校が終わって部活なり何なりをしない子供たちがどこに行っているんだ

ろうか。私のところでもそうでございます。両親がおりませんので、その間、どうしてい

るかということ。おじいちゃん、おばあちゃんがおられるご家庭もあるかと思いますけれ

ども、その時間をどのように有効に使うか。遊ぶのも大事だと思っております。その中で

自分の生活リズムなり目的意識を持つ、時間を有効に使うというところで、何らか、そこ

でめり張りがつく、居場所があると、場所があるということはすごく貴重で感謝しており

ます。 

 それと、ふるさと塾ということで、今、季節のそのときどきの行事とか何かを肌で感じ

ることがなかなかないということが、実際、私どももそうですけれども、あります。テレ

ビとか何とかで、今の時期はこれなんだよということを子供たちに説明しても、なかなか

ぴんと来ないという現状もありますので、こういう季節、この冬休みということでお節と

か門松とかいろいろあると思いますけれども、そういう四季折々の行事というのをこうい

うふうに地元の方――私も５３になりますけれども、なかなかそういう行事とか何とかの

由来なり、やり方なりというのを子供に伝えていくのも、はっきり言ってできておりませ

ん。その中で、地域の方々にこういう行事を教えていただく、旬というのが何かというの

を子供たちに伝えていくというのがすごく貴重な取り組みであって、今後、もっと重要に

なることだと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、子供会連合会の高松会長、お願いいたします。 

【高松長洲町子供会連合会会長】  おはようございます。子供会連合会会長の高松です。 
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 まず寺子屋につきましては、今、藤末会長が言われたとおり、私も居場所づくりという

ことで思っております。それにより学力が向上していけばいいのかなというふうに思いま

す。ただ、これは一保護者、ＯＢとしての意見ですので、現状の保護者の方は学力をもっ

と上げてくれよと言われる方が多いかとは思いますが、その辺は、これから保護者の方と

また話していただければと思います。 

 もう１点、ふるさと塾に関しましては、済みません、先に資料に目を通したんですけれ

ども、１２月は２３日、私の情報が不確かでなければ、これ、ものづくりのほうも門松づ

くり、また町民会議のほうも門松づくり、ミニ門松ですね。これが、この日にかぶってい

ると思います。あと各学校で各行事があります。もしも２３日はそういうふうな１日にす

るのであるならば、もう少し情報を共有化して、例えばものづくりの日だよとか、長洲町

ものづくりデーとか、そういうふうな形でできたらどうかなと思います。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、今度、学童保育の主任である上田さん、お願いいたします。 

【上田学童保育主任】  こんにちは。六栄学童の上田です。よろしくお願いします。 

 ふるさと塾は、２７年度は門松づくりとか、落語体験とか、日ごろできないことをして、

とても子供たちが喜んでいました。２８年、今年の夏は、スイカ割りとかパステルアート

とか、ほんとうに日ごろできない、流しそうめんも公園のほうに出て竹を切って流してし

てもらったととても喜んで帰ってきました。 

 ただ一つ、２７年は私たちが送迎ができたんですけれども、今年の夏はちょっと送迎が

できなくて、４年生、５年生の参加だったので、送っていって渡して、その場にはもう付

くことができなくて、またお迎えに行く形だったんですが、ちょっと行き違いがあって、

子供たちだけ残るという形もあったので、よかったら、ふるさと塾の関係者の方というの

がわかるような名札をしていただいたら私たちも助かるかなという思いがありました。 

 学習面では、学校の先生方が見えて、日ごろ学童では宿題もなかなかしないんですけど、

塾に行ったときはちゃんと教えてもらって、指導もしてもらって、とても子供たちは喜ん

でいます。また夏休み、終わったときは、今年もまた冬休みにふるさと塾がありますかと

子供はとても楽しみにしていて、今回、またありますので、とても喜んでおります。あり

がとうございます。 

【議長（中逸町長）】  それでは、次に、放課後子ども教室のコーディネーターの増村さ
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ん、お願いいたします。 

【増村放課後子ども教室コーディネーター】  長洲小きんぎょクラブのコーディネータ

ーをしております増村と申します。 

 ながす寺子屋塾に関して思ったのは、子供たちは、勉強がわかるというのが学校が楽し

くなる第一の基礎だと思うので、基礎学力に努力を要する子は学校の先生方からこの子の

こういうところを特に指導してほしいというような、学校と塾との情報共有はどういうふ

うに、科目別にできないか。私は実情を知らないのでわからないんですが、そういうのが

できたらもっといいんじゃないかなと思いました。 

 それから、ふるさと塾に対しては、児童館行事と似たようなところがあるので、各校区

に分かれているのでより子供たちには密着してできるのかとも思いますが、児童館行事に

対して何かうまくできないかなと思ったところです。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、先生の立場から迦統さん、よろしくお願いいたします。 

【迦統日本野鳥の会会員】  こんにちは。永方の迦統と申します。私は、最初に申し上

げておきますけれども、先生でもなく、鳥の専門家でもありません。鳥に関しては、４６

年前に遠くから嫁いできまして、ほんとうにどういうふうにしたらいいんだろうかと、お

友達もいなくて、寂しい思いをしていたときに、自分の裏庭の大きなクスノキに鳥がとて

もたくさんとまっていたんですね。はっと思って、この鳥たちと一緒に過ごせば何か開け

てくるんじゃないかなというその感動、それが、今日に至ったんです。 

 それから先ずっと、今は取り上げられていますラムサールの荒尾干潟に行きますと、も

のすごくたくさんの鳥が春、秋に飛んできて、変わった鳥やら小さな鳥やら、それが遠い

ところから旅をしてくるんです。そういう感動を子供たちに与えたいと。私は皆さんより

は少しは、４０年近く鳥を見ていますので、鳥をものすごくいろいろ、――特に海の鳥な

んか、繁殖期では尾っぽがなくなったり、色が変わったり、難しいんです。だから、そん

なに先生と指導というんじゃなくて、こんな鳥がいるんだよ、この鳥はこんな特徴がある

んだよということをみんなと一緒に学びたいということで。それでずっと野鳥の会にいま

す。 

 こないだ、野鳥の会の雑誌にうちの会長の柳生博と相国寺の管長の有馬さんという方が

話していらして、野鳥を見るときは一心不乱に見る。煩悩の入る余地がないと。そういう



 -17- 

ところに私は引かれて、子供たちにもう少しそういう気持ちを持ってもらいたいと。そし

て、できるなら、この中で何人かの子供たちがそういうのにすごく関心を持ってくれたら

いいなということで。野鳥の会のあれは多岐にわたっているんですけれども、ただ単に鳥

を見っ放しというんじゃなくて、やっぱり子供たちにルールを守ったりというようなこと

もちゃんと注意して教えていくというのを指導されております。 

 そういうことで、それからちょっとつけ加えたいのは、長洲町は、皆さんはふだんの生

活の中でスズメとカラスとハトぐらいの感じでしょうけれども、金魚と鯉の郷で年に２回、

６月と１１月、２００３年からずっとですから、データがあるだけでも１３年分のデータ

の中で――１回は２時間なんです。たった２時間でずっと集計しますと、７３種類の鳥が

おります。ただ金魚と鯉の郷だけでおるんです。 

 で、今おっしゃいました大堤池といって六栄のひまわり幼稚園の向こうにちょっと大き

な池があります。そこにはラムサール条約で、この鳥がいるからクリアされたというクロ

ツラヘラサギが、去年も今年も来ました。ほかにもコウノトリやらいろんな珍しい鳥が来

ますので、そういうことに少し関心を持つと、また人生が違った方向に見えるんじゃない

かなというのを、別にこれがすぐに学力の向上につながるとか、そういうことは期待され

ても困りますが、一人でもそういう関心を持ってもらえたらいいかなと思って。 

 それで、去年の夏、冬、今年の夏、磯町ですね。させていただきましたけれども、みん

な、騒ぎもしないでよく聞いていただいたし、今年の夏は野外に行きましたけれども、別

に事故に遭うようなこともなく、冬は防寒対策、夏は熱中症対策には気をつけたいと思っ

ておりますが、そんなあれで、みんなと楽しみながらやりたいということを念頭に置いて

活動させていただいております。 

【議長（中逸町長）】  どうもありがとうございました。 

 では、次に、町民会議の会長の福田会長のほうからお願いいたします。 

【福田長洲町青少年育成町民会議会長】  私は２点ほど。１点は、先ほど子供会の会長

さんからあったように、情報交換がとても大事かなと思います。例えば、いろんなことが

各校区で行われているのに、かかわらなければわからないというか、これはもっとどこか

いい広報の仕方はないのか。で、子供たちは、またそれを見て、「あ、俺も行きたいな」と

か「私も行きたいわ」とかという気持ちが起こるような広報の活動、それと保護者への、

何か、わかるような手だてをもう少し広げたほうがいいのかなという気がします。 

 このチラシ１枚では、子供たちには行くけれども、なかなかどうかなというのがありま
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して、それは自分もＰＴＡとかかかわってきて、だんだんだんだん年をとって還暦過ぎて、

じじいになりまして、おじいちゃんになりますと、孫が１０人おりまして、自分で今何が

できるかなと思ったら、例えば、ギョーザをつくるときに孫に１個、２個つくらせるとか、

餅つきするからおいでとか、そのくらいはできるけど、もっともっといろいろなことがあ

るよというのが一つ。それをこういうふるさと塾なんかではできるなというのが一つ。 

 もう１点は、文化協会とまたかかわりを持たせてもらっているんですが、長洲にはいろ

んな能力を持った人が多いぞという気がしています。この能力を活用せんことにはと思っ

ています。非常に絵に対してもいろんな能力を持たれている方がおられますね。その人た

ちをこのふるさと塾ではもっと活用できるようなもの、今は人材の登録ができていますけ

れども、もっと具体的に使っていくような対策があってもいいのかなという気がいたしま

す。 

 その２点です。以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、駐在員会の会長の土山会長からお願いいたします。 

【土山長洲町駐在員会会長】  先ほど、寺子屋塾とふるさと塾の現在の報告がありまし

たけれども、その中で、共通というか、効果と今後の道しるべということで居場所づくり

というのがありました。寺子屋では効果が居場所づくりがあると。ふるさと塾のほうでは、

今後、こういった居場所づくりをするための地域と自宅と学校との流れをつくったらとい

うような話があったんですけれども、梅田公民館で、介護予防で週１、月曜日にロコモ体

操を毎週しています。 

 今年、清里小学校の４年生が１５名と教員の方が３名引率されて、３回ほど一緒にした

んですけれども、子供は子供のあれがあって、高齢者のほうは、もう来んとかいという話

が出たんですよ。で、今、核家族化で、なかなか若い親がわからない部分とか知らない部

分を、地域の高齢者を活用して子供に知らせるとか、逆に高齢者の生きがいづくりにも何

とかなるんじゃないかというような気がしていました。ですから、今幾つか出てきたんで

すけれども、例えば、寺子屋、ふるさと塾、それから放課後子ども教室、学童保育ですか

ね。いろいろありますけれども、親の方が理解して、うちは学童保育に行くとか、ふるさ

と塾にやるとか、そういったのが先ほど出たように、情報を共有できるような啓発も必要

かなという気はしております。 

 ですから、ふるさと塾に関しては、地域の高齢者の活用を今後して、夏休み期間中だけ
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ではなく、例えば放課後、それから学校の先生の研修の日とかに合わせた開催もいいのか

なというような気はしております。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  どうもありがとうございました。さまざまなアドバイスを皆さん

から、ご意見を出してもらいました。それでは、委員の皆さんとの意見交換会に入らせて

いただこうと思います。何か委員の皆さん、ありましたらよろしくお願いいたします。 

 まず大山委員のほうから、お願いします。 

【大山委員】  大山です。今、いろんな方からの情報、あるいはお考えを聞かせていた

だいて大変勉強になりました。ふるさと塾に関しては、非常に町の教育目標の「ふるさと

を愛し」というのがトップに来ておりますので、そういうふるさと塾でいろんな土地のと

いうか地域のものを子供たちにさせるというか、見せると。非常に目的にかなっていると

いうか、非常にいいことだと思っております。 

 ただ、ふるさと塾を今世話しているのが、学校教育課であっているんですけれども、そ

れにものすごく手が要って、本来というか、やらなければならない仕事に手が回っていな

いとかいうことも、私のほうからは感じられているというのがありますので、今ふるさと

塾について、長洲小は木下先生が中心になってかなり面倒を見ておられるんですけれども、

そういう方々を地域のほうで見つけていくというか、そういうことをしないと、なかなか

事務局のほうが大変じゃないかなという気がしております。 

 そういう意味では、これからコミュニティスクールというのを強くしていこうと思って

おりますので、その中で、その地域、学校、運営協議会というところの中で、そういうふ

うな地域と子供のつながりをもっともっと議論して強くしていけたらなと思っております。 

 それから、寺子屋塾については、本来の目的で最初に出てきたのが、貧困の連鎖を断ち

切るというふうなことと、もう一つは、全国学力とかで全国平均よりも上の成績を町とし

てはとりたいということもあって、学力の足りない子供たちには手を入れて、上のほうに

少しでも追いつかせたいという気持ちで始めておりますので、中心はやっぱりそういうの

があるかなと思っておりますけれども、そういうふうに規定してしまうと、何ですか、差

別とか、そういうことにもかかわってくるから、そこの部分はちょっと難しいなというこ

とで、いろいろ考えて、これから先、来年度に向けて考えていきたいなと思っております。

ありがとうございました。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 
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 木下委員、何か、もしありましたら、今後の展開等について。 

【木下委員】  はい、わかりました。 

 幾つか今日それぞれ出たと思います。まず第１点は、いろんな活動があっていると思う

んですが、それが体系化、組織化、見えるような形で行われていない。具体的に土山さん

もいろんなことをおっしゃいました。それから、行事の日程の調整も、本来は４月段階で

町のほうでも行事が出ます。各学校、教育委員会も年間の計画は持っております。調整す

ると１１月２３日のような事態は起こらないと思いますので、そういう形で進めていくこ

とが必要かなと。 

 それから、考え方ですが、本来、放課後といいますか、学校が終わった後、子供たちを

どう過ごさせたらいいか、どういうあり方があるのかというのを一つ大きな形で持ってお

かなければ、結果的にはばらばらになってしまっているような形と思います。そこで、昔、

私たちがやっておった本来の遊びとか、いろんな社会とか家庭とか子供たち同士で学習し

たり力をつけたりしているようなことがありましたので、そういうものをどこかで復活す

る必要があるのかなと。特にスポーツ面で、スポーツクラブですか、との関連において、

今の子供たちの小さいときの体験が土台になっているはずですので、そのあたりのことも

検討していかなければならないのかなと思います。 

【議長（中逸町長）】  それでは田中委員、お願いいたします。 

【田中委員】  今後の展開ということで、今、アドバイザーの方にいろいろご意見いた

だいたことが、ほんとうにごもっともだなという感想です。寺子屋も、たしかスタートは

２０人弱の人数だったんですね。で、やはりこの１枚のチラシだけでは最初はそのぐらい

なのかなという印象で、あとは親御さんたち同士で話していいよとか、先生方の声かけが

どれほどあったのかというのを私は存じないんですけれども、その辺でじわじわ今の人数

になってきたというところもあるので、やはり周知徹底は大事だなというところは思って

おります。 

 あと、ふるさと塾に関しては、私は放課後教室のコーディネーターもしておりますので、

内容も似たようなというか、地域の方を呼んでさまざまな体験をさせる安心安全な居場所

づくりという目的でしておりますので、全部、内容のお手伝いとかできる部分とかあるん

じゃないかなと思っていました。人材バンクであったり学校支援のほうのコーディネータ

ーであったり、私たちのコーディネーターであったりというところで、地域の方の人材の

情報とかもまだ共有できていない部分があるなというところを感じております。 
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 学校でも、実際そうやって地域の方の活動とかもしておられるところなので、そこは何

とか連携の方法を考えなければいけないなというのはほんとうに実感です。 

 それから、ふるさと塾というのは、私たちは放課後教室ではできないんですけれども、

外に出かけられる、海とか。そういうのがほんとうに一番のメリットで、ここを重視して

やっていってほしいなというのが私の思いです。 

 あと、何だったかな。１個、言いたいのがあったのに何だったけな。だから、まあ、ふ

るさとのことだったので、先生方にもちょっと見に来ていただいて、こういうことをやっ

ているよというのを見ていただいたら、学校教育にも反映できないかなという部分もあり

ます。 

 あと、子供会活動だ。子供会活動もやっておりまして、そのときに、子供たちって悔し

くて涙を流したりという経験が、学校よりもそっちの、何というか、放課後の活動という

か、学校以外の活動で心を動かす経験というのが多いなというのが、私の子供に対する今

育てているときの実感です。だから、今後の居場所づくりというのは、地域の方とどうい

う子供を育てたいかという話をもっともっと、もっともっと訴えたいというのが今の私の

感想です。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 それでは、松本教育長、よろしくお願いいたします。 

【松本教育長】  いろいろな意見ありがとうございました。 

 私も磯の館の鳥の話を。そのときに行って、感動しました。堤防をずっと荒尾までジョ

ギングしたりしていて、鳥を見るんですよね。荒尾のほうに行くと看板があって、鳥の名

前とか書いてあるんですけれども、なかなか鳥の名前は入ってきませんが、すごいなとい

うふうにこの年になって勉強したところです。そういったことにも触れ合うことが子供た

ちはできますので、ほんとうにありがたいと思いました。 

 学校は、地域のいろんなものをちょっと取り入れて子供たちに紹介するというのが今ま

でではなかったかなと。これからといいますか、長洲町はふるさとの勉強は公民館あたり

でしていく。だから、学校はそれを、どんなことをされているので学校はこんなことをし

ようというすみ分けをしていくと、より効果的かなと今思いました。 

 それを調整する、何といいますか、会議みたいなのが、組織みたいなのが要るのかなと

思ったところです。 
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 長洲ふるさと塾は、この振興基本計画の中にちゃんと位置づけております。寺子屋のほ

うはこの後に来ましたので位置づけていないので、そのあたりをきちんと位置づけて、色

をはっきりとしていく。だんだんと同じようになっていくといけませんので、はっきりす

ることが必要なのかなと思ったところです。 

 今日、いただいた意見を取り入れて、計画づくり、あるいは学校のほうにいろいろ行っ

たりしていきたいと思います。ありがとうございました。 

【議長（中逸町長）】  それでは、私のほうの考えというのは、まずふるさと塾について、

みんなが交通事故が心配だというご意見をいただいて、またそういうのをクリアするため

には、六栄だったら２カ所ぐらいでやっていくとか、長洲の上区、下区ということでやっ

ていくとか、清里は建浜とかそういうところを交代交代やっていくとか、そういう交通事

故や帰りに何か事件に遭わないとかいうためにも、場所を増やしていくというのが、これ

からの仕事かなと。 

 しかし、場所を増やすにはやっぱり人材が必要になります。ここを何とか皆さんで、教

育委員会を中心にうちの行政部局と一緒に考えて、そういった二つくらいに、六栄なんか

ほんとうに分けたほうがいいなと。学童保育も分けてできないかと考えているんですよ。

ほんとうは１区１学童保育をやれば、歩いて３分ぐらいで自分の家まで帰れるんですよ。

将来的にはこういうものを目指して私はいきたいなと思っているんです。学童保育の場所

を、介護予防拠点をフル活用して、エアコンもついていますし、こういうところで。そう

したら、迎えもすぐ、お母さん方もどこどこの大明神の公民館だったら歩いて５分でいけ

ますし、梅田も行けます。そういうのを目指していければいいなと。ただそこには人材が

必要でありますと。こういうのを育てていくのがこれからの課題かなと思います。 

 今、委員の皆さんにお聞きしましたけど、今日、せっかく校長先生、アドバイザーがお

見えになっております。今後の展開について、何か言いたいことがあれば、ぜひ聞かせて

ください。お願いいたします。 

 何でも結構です。校長先生、何かありませんか。ほんとうは寺子屋については、もう少

し先生方と中身を詰めていかなくてはなりません。髙森先生から、どういう人たちを、―

―貧困の連鎖といっても、なかなかそこを断ち切る施策にまだまだなってきていません。

また、どういう人を寺子屋に呼ぶか、こういう課題もたくさん残っております。こういう

のは、もう一回、教育委員の皆さんと校長先生で中身を詰めてください。そして、来年度

の当初予算に上げて、骨格までかどうかわかりませんけれども、こういうのを大山委員の
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ほうから全学校でやったほうがいいだろうというご意見もいただいております。そういう

意味で、もう少し先生方でこの中身を詰めていっていただきたいと思います。そういう意

味で、講師が誰かという部分も含めて、寺子屋のほうは再度、教育委員会と詰めていただ

ければと思います。 

 今後のふるさと塾、寺子屋について、アドバイザーの皆さん、校長先生、ほんとうに忌

憚のないご意見を聞かせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【髙森腹赤小学校長】  それでは、僕のほうから先に言っていいですか。 

【議長（中逸町長）】  はい。 

【髙森腹赤小学校長】  私が少ししゃべった後、全部しゃべってください。（笑） 

 １年間、腹赤小学校の寺子屋塾をさせていただいて、ほんとうに感謝をしております。

それから、これから、今、木下先生もおっしゃったように、学校は学校の中で閉じていく

教育ではなくて、地域の人たち、保護者の方々と、一緒にという言葉はあれですけれども、

それぞれのよさを活用しながら子供を伸ばしていく。子供は、学校、地域、家庭で過ごし

ますので、それぞれの顔を見せると思いますけれども、それぞれの体験をしながら、総合

的に成長していくということを前提に、寺子屋塾をするに当たって、今、教育長さんもお

っしゃったように寺子屋塾でこういうことをするから学校ではこういうことをするんだと

いう、総合的に考えていく必要があるのかなと思います。 

 寺子屋塾で基礎的な学習をするということを前提とすれば、学校ではその補習指導をど

う組み込んでいくのかということも踏まえながら、もう少し具体的に詰めて、来年度に向

けていけばいいかなと思っております。ありがとうございました。 

【議長（中逸町長）】  福島先生、どうですか。 

【福島腹栄中学校長】  木下先生から意見が出たように、地域と子供のつながりを大切

にしていきたいということを話し合って、教育委員会のほうからもコミュニティスクール

を進めていきたいという話があったんですけれども、それにはとても賛成しています。 

 ただ現状を見ると、学校はさまざまな団体、組織から行事があるから出席を要請された

りしています。そこで、もっと子供を話し合いの中に参加してもらえないだろうかという

ふうな気持ちを持っています。例えば、長洲町をどういうふうにしていきたいのかとか、

長洲町の町民の理想像とか、そういうものを子供の意見を聞きながら、その目指すものを

長洲町で一つ、二つ、統一していく。町民はどうあるべきかとか、児童や生徒はどういう

ふうな生徒がいいのかということを、学校だけで、地域だけで決めていくんじゃなくて、
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ここに参加していらっしゃる方や、それ以外の組織の代表の方に来ていただいて、しっか

り協議をしていって、目指す方向性をきちんと定めて、それに基づいて、それを意識して、

さまざまな団体が活動していくと。そして、活動の途中で最初集まったメンバーをもう一

度呼んで、今までの取り組みはどうだったかねというふうなことを反省や成果を出し合い

ながら、意見交換をしていく。もちろん、その場には中学生も参加させていただきたいと。

そして、１年間のサイクルの中で、最後には、もう一度行事を消化していく中で、この行

事はどうだったとか子供たちに意見を聞いて、目指す子供たちとか町民像というのを共有

していって、また来年につなげていくというサイクルができ上がるといいのかなと考えま

した。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  教育長、何か、その件に対して。今、福島先生が言われたのに対

する町としての取り組みというのは、できますでしょうか。 

【松本教育長】  中学生の意見をそれぞれ、二つの中学校には町長が出かけていって町

の話をしておりますけれども、両方の生徒会あたりが、町の発展のために意見を言うとい

う立場、場所というのはつくっていきたいなと思っておるところです。子供議会とかいう

話もちょこっと出ておりますけれども、将来的にというか来年あたりに考えていきたいと

思っています。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  もう一つ、情報の共有化というのがなかなかできていないんじゃ

ないかというご意見がありました。この件に関して、学校教育課長、どうでしょうか。 

【事務局（藤井学校教育課長）】  今回もまた、ふるさと塾の計画に当たって、なかなか、

こちらもそれぞれで計画を立てている中で、ほかとの情報共有ができていなかった部分も

あったかと思います。早目早目に行事等をほかの団体と、役場でも庁内の関係課との情報

を共有しながら計画を今後とも進めてまいりたいと思います。若干、重なった部分もあっ

たというご指摘をいただいておりますけれども、今後とも注意していきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  僕のほうから提案があります。長洲町のホームページに、教育委

員会のそういった行事を一目で見られるようなコンテンツをつくったらいかがでしょうか。

そうしたら重複は、載せる場合に協議していけば。長洲町のホームページから学校まで入
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るのが、ちょっと難しいんですよ。難しいというかややこしいんですよ。あそこに小学校

全部、表につくっていくと。各小学校の行事とか、今わかりますよね。そういう、長洲町

のホームページを見たら、そこに学校と教育委員会の。中身をもう少し精査しろと言って

いるんですよ。そういうのに取り組んでいかないと日にちが重なる。できるだけみんなが、

今は携帯でも見られるわけですから、そういうのを活用しながら、情報の共有化を図って

いく。こういうのを来年度からやります。 

 まちづくり課長、そういう意味で   どうでしょうか。 

【田成まちづくり課長】  私も各学校のを見ておりますが、中学校で検索すると入って

いけます。今、町長からありましたように、町のホームページのトップ画面に各学校名を

出せばできますので、すぐ……。 

【議長（中逸町長）】  そうするとね、子供会やＰＴＡ、そういう情報、放課後児童教室、

学童保育、町民会議と、こういうのを一緒にまとめたらどうかということです。行事スケ

ジュール表に。 

【事務局（藤井学校教育課長）】  一覧表ですか。 

【議長（中逸町長）】  一覧表を作ったらどうでしょう。 

【事務局（藤井学校教育課長）】  はい。 

【田成まちづくり課長】  一覧表をつくっていきますので、その場合、情報の共有をど

う図るかが。情報の発信は手段としてできますが、その情報をどう集約するかをやっぱり

今、教育委員会は教育委員会で毎月校長会議があっておりますので、そういう場に私たち

も参加して共有化を図っていきたいと思います。 

【議長（中逸町長）】  私たちがいろいろな、金鯉まつりとか長洲のイベント、メーンの

行事、金魚を何とか見てもらいたいと。そういうときに、いろいろな行事と重なっている。

これも我々も長洲の子供たちに見せたいというのがあるんですよ。自分の将来の夢で金魚

屋になりたいとか、漁業をやりたい、農業をやりたい、これが僕の夢なんです。それで日

本の長洲は変わってきているんです。水産業もものすごく変わってきているんです。こう

いうのも子供たちに見せたい。自分はアサリをもっともっと海に行ってとりたい、漁師に

なりたい、そういう子供を。で、所得がばんばん１,０００万以上超えて。僕は漁師になり

たい。そういう子供が一人でも二人でも出てきてくれればいいなと。そのために木下先生

にお願いしてふるさと塾で長洲の干潟のそういう生物の勉強をさせてもらっているんです

よ。 



 -26- 

 あとはアドバイザーの皆さん、その他、何かあったら、これを契機に、いい機会ですか

ら、何でも結構でございますので、お願いいたします。何でもいいですよ。 

【福田長洲町青少年育成町民会議会長】  ならいいですか。 

【議長（中逸町長）】  はい。 

【福田長洲町青少年育成町民会議会長】  気になっていることを一つだけ。こないだ、

民生委員さんだったですかね、両中学校の生徒さんとの懇談会をやられたんですね。そこ

に私も参加したんですが、子供の声が小さい。聞こえないんですよ、何を言っているか。

もごもごもごもごしゃべっていて。だから、先ほど、子供たちを表に出すとなったら、そ

ういう子供たちを大きな声で言える子供たちをつくってください。どんなところでも、自

分の声でぽーんと言えるような。そこで両中学校から１０人ずつぐらいだったかな、来て

いたんですけど、ほぼみんな小っちゃな声。休み時間に出すような声じゃなかったので、

どういうところでもそういう声が出せるような子にしてください。 

【議長（中逸町長）】  そのために、向野とか大明神で落語のふるさと塾をやったんです

よ。なかなか上がっている子供ははきはきとしゃべっている。そういうのにぜひ子供たち

に参加してもらいたい。そういうのがあるんですよ。自分の思いを落語でしゃべっていく

と。そうしたら、人前に出てしゃべっていく。今回の英語教育もそうです。そういう意味

で、大きい小さいは別にしろ、そういうのもあるというのをみんなで情報の共有をしてい

きたいと。それで、各４校区のふるさと塾でそういう落語教室も開催して。そういう思い

で落語教室は開催したんですけど。よろしくお願いします。 

 はい、どうぞ。 

【福島腹栄中学校長】  先ほどの一件に関してなんですけれども、確かに子供の声が小

さいだろうなというふうに予想します。それはまず自分自身に自信を持てていないという

部分が一つ。それからもう一つは、そういうふうな場面を経験したことが少ない。この二

つだろうと思います。 

 それで、うちもそのことは反省をして、学校の中でできるだけ子供が活躍する場を数多

くつくろう。で、生徒の目の前でどんどんどんどん自分の意見を言える、表現できる生徒

をつくっていこうと。そうすると、徐々に子供たちは、自分自身に自信を持って積極的に

活動してくれるんじゃないかということを、本年度、全部の職員で考えて取り組むように

なってきているところです。 

 そういうところを地域の方や団体、いろいろな組織の方に紹介するとともに、そういう
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子供をつくるための協力をさまざまな機会でしていただけるとありがたいなと強く思いま

す。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございます。 

【福田長洲町青少年育成町民会議会長】  補足します。ごめんなさい、一つだけ。立志

式のときの子供たちはよく質問してくれます。だから、子供たちが何かを感じたときには

出せると思うんです。立志式のときにほんとうに来てもらいたいんだけれども、子供たち

は質問を幾つもします。あの態度はすごいなと思っております。とてもすごいなと思って

います。 

【議長（中逸町長）】  そのほか、何でも結構ですから、先生の立場としても言っていた

だいて結構ですので。 

 はい、木下委員、どうぞ。 

【木下委員】  テーマは二つでしたけれども、内容は教育全般ですよね。それで、学校

から反論がないので反論しますけれども、学校は目いっぱいなんですよね。それで、あま

りにも学校への要請が多過ぎます。これは、教育の氷山の一角であって、一部が教育課程

なり学校の学級経営なり、いろんな計画は全体的に網羅してあると私は思っております。

 でも、小さい事柄については、もう学校では無理なんです。家庭教育や社会の地域の教

育力がもっと強化しなければ、学校は、学力充実から生徒指導からいろんな問題を、現代

的な課題も含めて、将来を見据えた上で、計画が綿密に出されて、１時間も余裕がないほ

ど中身を消化されている。そういう現状だということをまず訴えなければならないのかな

と思います。 

 同時に、そこにサポートやいろんなのが要りますので、コミュニティスクールを含めて、

今回は人材バンクがまた、４回目の登録になるかと思いますが、支援事業を含めて進めて

いく。そういう全体――本日はそういう意味では総合教育会議ですので、結構大局的な話

をしておりますが、もう一度、そういうもので整理するなり、見直しなり、体系づけるな

りというようなことは必要になっていくだろうなと思います。 

 以上です。 

【議長（中逸町長）】  ありがとうございました。 

 教育長、何かありますか。 

【松本教育長】特にございません。 
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【議長（中逸町長）】  コーディネーターの皆さん、ほんとうに今日、こういう場を、総

合教育会議というのはどういうものかというのをおわかりになられたのかなと思いますの

で、ほんとうに些細なことでも結構です。教育全般のことでも結構です。こういうことを

やってもらえば、ほんとうに長洲町の子供たちが健全育成やっていくんだなというのを、

何かあったら、ほんとうにいい機会でありますので言っていただければありがたいなと思

います。 

 今日、寺子屋、ふるさと塾以外のことでも結構であります。せっかく皆さん、お集まり

になりましたから、何かそれぞれの団体からの要望等でも結構であります。何かありまし

たらお願いします。 

 委員の皆様、校長先生方から何かありませんか。よろしゅうございますか。 

（「なし」の声あり） 

【議長（中逸町長）】  それでは、今日はこの辺で終わりたいと思います。後は事務局、

よろしくお願いします。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  それでは、次第４であります第４回総合教育会議につい

て、事務局から連絡をお願いいたします。 

【事務局（長尾総務係長）】  事務局のほうからご連絡いたします。次回、第４回の総合

教育会議の日程と協議・調整事項についてご連絡いたします。 

 日程につきましては、１月下旬から２月上旬の間に開催を予定しているところでござい

ます。 

 協議・調整事項につきましては、ただいま検討中ということになっておりますので、教

育委員会の構成員の方からも何かございましたら、事務局のほうまで言っていただけたら

と思っております。 

 事務局からは以上でございます。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  ありがとうございました。 

 ほかに連絡事項等は事務局からありませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【田成まちづくり課長】  会長。 

【議長（中逸町長）】  はい、どうぞ。 

【田成まちづくり課長】  まちづくりの観点で町村制につきまして簡単に、子供の人口

等の増加等について説明させていただきたいと思います。 
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 まず１点目が、六栄小校区にございます宮野社宅についてでございます。現在、老朽化

しましたので、来年度から建てかえを進めていくべき事務を進めさせていただきまして、

議会のほうにも承認いただきまして、子育て世代が住むアパートを２５０戸整備する予定

でございますので、また子供が増えてくると思っております。 

 次に、清里小学校に関しまして、今、駅の南側の開発を進めさせていただきまして、現

在１６区画の造成工事が終わりまして、１６区画の新しい住宅が建設されると考えており

ます。それと、航送船道路から松岡自動車がありますけれども、あそこに５区画の開発が

進められておりますし、駅の近くにアパートが２０戸近く建つということで、これは全て

清里校区のほうになりますので、新しい世代がまた入居するということで、清里小学校の

ほう、また長洲小学校のほうも子供の数が増えていくんじゃないかと思っているところで

ございます。 

 まちづくりの人口減少対策といたしまして、そういった取り組みをさせていただいてい

ますので、簡単ですけれどもご報告させていただきます。 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  ありがとうございました。ほかにありませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【司会（杉浦総務課長補佐）】  ないようですので、それでは、本日の会議は以上で終了

となります。これで、平成２８年度第３回長洲町総合教育会議を閉会いたします。皆様、

ご協力ありがとうございました。 

 


